
各地区電友会だより（秋田）

定期総会模様
平成27年6月4日

竿燈警りに参加のNTT秋田クループ
観客を大いに沸かせました

定期総会横様

（1tl

竜
友
会
の
活
動
の
基
本
を
話
さ
れ
、
1
年
の
報
告
と

刀
年
度
の
活
動
方
針
が
原
案
通
り
で
承
認
さ
れ
た

◎
定
期
総
会
開
催

第
1
5
回
小
皿
友
会
秋
川
友
部
代
議
‖
会
か
6
日
1
日

イ
ヤ
タ
カ
で
役
目
ハ
、
代
講
日
日
出
席
の
も
と
聞
催
さ
れ

た
・
1
　
高
橋
支
部
長
が
　
「
高
齢
化
が
進
む
申
て
心
豊
か

に
持
ら
す
に
は
、
∴
付
く
と
こ
ろ
が
あ
る
り
　
ハ
会
、
リ
し

か
い
る
〃
　
〃
や
る
こ
と
が
あ
る
り
　
こ
の
こ
と
キ
∴
－

ス
に
こ
れ
か
ら
も
諸
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
　
ヒ

役
目
の
改
選
期
で
も
あ
っ

た
か
全
員
留
任
と
な
っ
た
■

懇
親
会
で
は
6
月
1
9
日
で

異
動
に
な
る
N
T
T
日
付

軌
M
支
店
長
の
こ
栄
転
祝

い
と
送
別
の
心
　
杯
で
宴

が
盛
1
り
卜
が
り
閉
会
と

な
っ
た

◎
N
T
T
秋
川
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
模
様

8
日
3
日
＼
6
日
迄
の
4
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

j
L
た
芋
燈
祭
り
は
全
日
程
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の

観
光
省
が
訪
れ
盛
会
禅
に
終
了
し
た
　
5
月
訪
日
に

は
早
々
に
総
会
が
あ
り
、
高
橋
支
部
長
、
辰
理
車
が

出
席
し
、
祭
り
の
＝
収
終
日
の
8
月
6
日
に
は
高
橋
支

部
長
が
駈
蟻
損
帰
投
の
1
人
と
し
て
参
加
し
N
T
T

グ
ル
ー
フ
を
代
表
し
て
大
い
に
　
「
秋
川
を
ア
ヒ
ー
ル

す
る
活
動
一
に
徹
し
た
「

◆
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
開
催

6
日
コ
‖
第
5
4
回
定
期
総
会
を
ィ
ヤ
タ
カ
で
閏
催

し
た
　
総
会
は
加
久
差
辛
理
車
の
司
会
で
始
ま
り

日
興
ヤ
成
加
隼
度
中
に
こ
逝
卜
ご
ご
れ
た
1
4
名
の
〃
ヤ

ヒ
刀
隼
1
日
か
ら
総
会
ま
で
に
こ
他
即
さ
れ
た
リ
ー
わ

の
合
わ
せ
て
柏
丸
の
〃
々
に
対
し
黙
棒
を
撞
け
こ
冥

福
を
お
祈
り
L
h
∫
－
議
巨
に
高
析
萬
二
郎
理
車
を
選

出
し
、
封
名
の
余
日
の
出
席
ヒ
な
り
1
8
り
】
名
の
安

打
状
を
確
認
し
余
・
肌
の
成
立
を
吉
■
．
パ
し
た
　
会
に
挨



各地区奄友会だより（秋田）

窪田秋田支店長の
こ挨拶

拶
に
続
い
て
辰
常
務
理
事
か
ら
　
「
平
成
2
6
年
度
会
務

報
告
」
「
平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
へ
案
）
」
大
和
田
常

務
理
串
か
ら
「
平
成
2
6
年
度
収
ま
決
算
報
告
」
「
半

成
2
7
年
度
収
支
予
算
（
案
）
」
そ
し
て
鎌
田
監
車
か

ら
「
平
成
2
6
年
度
会
計
監
査
報
㍗
」
が
あ
り
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
▲
‥

今
回
は
役
n
改
選
期
に
当
た
っ
て
お
り
、
木
村
理

事
が
副
会
長
に
、
他
理
事
5
名
が
退
任
、
新
た
に
紺

理
事
が
選
出
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
結
い

て
の
懇
親
会
で
は
、
高
橋
会
長
の
挨
拶
の
後
1
0
軒
の

ご
来
賓
の
紹
介
を
順
次
行
い
ま
し
た
〔
■
　
N
T
T
東
日

本
宮
城
車
業
部
秋
‖
支
店
窪
田
支
店
長
、
澤
里
総
務

部
長
、
河
村
総
作
課
長
、
N
T
T
労
組
⊥
藤
交
渉
部

に
、
〈
棟
）
　
ド
コ
モ
C
S
東
北
来
永
か
画
総
務
部
に
、

テ
ル
ウ
エ
ル
裏
日
本
清
野
秋
川
支
店
に
、
（
株
】
　
T

T
K
八
鍬
秋
川
支
店
長
、
大
和
電
設
工
業
　
で
僅
　
伊

藤
秋
田
支
店
に
、
（
桂
一
N
T
T
フ
ア
シ
リ
テ
ナ
ー

ズ
川
越
秋
川
支
店
長
、
千
秋
適
建
　
（
株
）
　
小
林
社
長

を
お
迎
え
し
、
代
表
し
て
着
任
し
た
ば
か
り
の
窪
川

耕
秋
田
支
店
長
か
ら
ご
挨
拶
を
戴
き
折
た
に
刷
会
に

に
な
ら
れ
た
木
付
氏
の
発
井
で
乾
杯
、
終
始
和
や
か

に
懇
親
を
深
め
る
車
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
に
N
T

T
労
組
秋
H
県
分
会
⊥
藤
交
渉
部
長
の
中
締
め
の
汀

頭
で
散
会
し
た
・

C
「
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
へ
の
参
加

N
T
T
東
日
本
秋
m
支
店
の
C
S
R
活
動
の
▲
瑞

と
し
て
、
平
成
2
7
隼
に
な
っ
て
か
ら
1
回
に
わ
た
っ

て
実
施
さ
れ
そ
の
都
度
参
加
し
て
来
た
Ⅵ
　
1
回
日
は

3
月
日
日
申
適
ヒ
ル
周
辺
の
清
掃
岬
名
参
加
、
り
」
回

目
は
6
月
5
日
県
内
一
斉
実
施
と
な
り
県
南
（
横
手
一

県
北
　
へ
大
舘
）
　
の
3
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
地
区
会
‥
〓
有

志
が
参
加
、
3
回
H
は
7
月
罰
日
中
通
ビ
ル
川
名
参

加
、
1
回
目
は
「
車
軋
信
電
話
記
念
日
」
を
直
前
に
控

え
て
の
相
月
［
…
‖
県
内
．
斉
　
へ
申
通
、
根
、
県
南
、

県
北
の
各
ビ
ル
周
辺
）
　
の
清
帰
溝
動
い
い
参
加
し
た
√

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
ヒ
ー
こ
し
、
地
域
に
密
れ
し

た
清
掃
活
動
を
継
続
し
て
美
施
す
る
こ
と
で
、
環
境

‥
に
化
に
貢
献
し
、
N
T
T
秋
川
グ
ル
ー
プ
へ
一
卜
作
の
ィ

メ
ー
シ
ア
ノ
ブ
を
図
る
も
の
で
あ
り
O
B
と
し
て
少

し
で
も
参
加
音
増
を
目
指
し
桔
極
的
止
つ
継
続
的
に

今
後
も
参
加
し
て
い
き
た
い
。
▲

◎
N
T
T
－
O
B
余
技
作
品
展
開
催

毎
年
恒
例
の
余
ほ
作
品
展
を
N
T
T
労
組
退
職
者

の
会
と
の
共
催
で
平
成
刀
年
1
0
月
9
日
1
日
日
迄
の

3
日
間
に
わ
た
り
聞
催
し
た
。

出
展
者
3
0
名
の
方
々
か
ら
、
写
真
、
木
版
画
、
切

り
絵
、
水
彩
画
、
甲
い
彩
画
、
浮
彫
両
、
凧
絵
、
能
面

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
ハ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
各
種
バ
ッ
グ

ト
ー
ル
へ
ィ
ン
ト
、
手
芸
等
1
6
種
1
u
U
n
∠
点
の
力
作

が
勢
揃
い
し
た
　
鑑
賞
に
訪
れ
た
人
達
が
異
〓
同
音

に
　
「
素
人
が
趣
味
で
や
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
、

プ
ロ
顔
負
け
の
作
品
の
数
々
に
感
心
す
る
ば
か
り
で

す
」
　
中
に
は
譲
っ
て
欲
し
い
と
い
う
ん
も
お
ら
れ
、

出
展
者
に
通
路
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
∵
て
ん
な
に
宗

に
人
づ
て
卜
き
っ
た
の
な
ら
．
点
に
限
っ
て
歳
三
て

も
よ
い
で
す
よ
二
と
言
わ
れ
即
手
渡
し
た
と
こ
ろ
飛

び
上
が
ら
人
は
か
り
の
喜
び
よ
う
て
し
た
　
入
場
考



各地区電友会だより（秋田）

鑑笛に筋れた方々からお褒めの吉葉をたくさんいただきました
次回も頑張るそl

lヽ二

数
3
円
問
で
3
3
0
名
で
し
た
▲
　
謂
隼
の
H
梓
も
決

定
し
て
い
る
の
で
出
展
者
は
も
と
よ
り
、
作
品
の
貿

日
出
の
充
実
を
図
り
沢
山
の
万
々
に
鑑
賞
し
て
肯
∵
こ
る

余
技
展
に
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
■

◎
N
T
T
秋
川
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
開
催

電
信
局
話
記
念
日
に
円
ん
で
1
0
月
2
3
日
、
平
成
2
7

年
度
N
T
T
秋
川
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
を

N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業
部
秋
川
支
店
が
・
t
催
し
て

下
さ
り
、
県
内
3
カ
所
に
分
か
れ
て
の
同
時
開
催
と

な
っ
た
、
中
央
地
区
は
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ホ
リ
タ
ン
秋

田
で
1
5
4
名
の
参
加
、
県
南
地
区
は
横
手
セ
ン
ト

ラ
ル
ホ
テ
ル
で
御
名
の
参
加
、
県
北
地
区
は
プ
ラ
ザ

都
　
（
能
代
）
　
て
叩
名
の
参
加
と
な
り
総
劣
2
6
1
∴
n

の
O
B
・
O
G
の
参
加
し
し
な
り
再
会
を
懐
か
ー
ご
ん
、

旧
交
を
温
め
合
い
、
悲
喜
こ
も
ご
も
だ
っ
た
㍑
電
時

代
の
昔
話
に
花
が
咲
い
た
　
2
7
隼
6
月
の
人
里
異
動

で
新
秋
川
支
店
長
に
な
ら
れ
た
窪
m
支
店
長
は
中
火

地
区
の
会
場
に
出
席
さ
れ
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
親

し
く
挨
拶
を
さ
れ
終
始
和
や
か
に
懇
談
さ
れ
て
い
た

姿
が
印
象
的
で
し
た

参
加
音
。
同
は
べ
T
T
の
更
な
る
発
屁
を
切
望
L

O
B
・
O
G
L
r
こ
し
少
し
な
り
と
も
ク
へ
え
に
な
っ
て

行
き
た
い
と
の
決
意
を
阿
め
合
っ
て
散
会
し
た

（
∵
｝
）
サ
ー
ク
ル
清
動

1
千
秋
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

∴
定
例
例
会

（
乱
打
練
習
、
試
合
形
式
で
の
練
習
及
び
会
‥
H
の

情
損
交
換
）

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
午
後
〇
時
半
か
ら
2
時
半
ま

で
の
り
】
時
間
、
場
所
は
秋
川
市
内
の
市
民
想
い
の
．

森
公
園
の
中
に
あ
る
体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
■

な
お
、
冬
用
問
の
1
円
と
2
月
は
細
田
を
休
ん
て

お
り
ま
す

5
月
か
ら
川
H
ま
で
の
‖
別
の
実
施
回
数
及
び
参

加
者
汝
は
次
の
通
り
で
す

5
月
7
回
　
へ
参
加
者
5
5
人
）
、
6
月
9
回
4
9
名
、

7
月
9
回
6
1
人
、
8
f
j
5
回
3
4
名
、
9
月
8
回
5
9
名
、

1
n
月
6
回
や
名
．
■

な
お
今
彼
の
．
㌣
定
と
し
て
は
日
月
に
カ
ノ
フ
ハ
汁
巨
隼

叛
の
閃
催
、
に
＝
は
人
忘
年
会
を
計
画
し
て
い
ま
す

リ
ー
ヽ
T
T
・
O
B
秋
川
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

手
車
は
乍
て
の
例
会
が
好
人
に
恵
ま
れ
両
日
．
ハ
の
お

世
詔
に
な
ら
す
楽
し
く
フ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
　
牛

皮
途
中
か
ら
1
名
の
緋
会
日
か
加
入
と
な
〓
∴
「
ク
ラ

ブ
も
右
T
H
返
り
と
な
り
ま
し
た
が
7
例
会
申
1
例

会
の
優
勝
者
が
コ
ー
ル
ド
テ
ィ
パ
ワ
ー
で
し
た
　
腰

に
絆
創
膏
、
膝
に
サ
ポ
ー
タ
ー
で
鱒
年
も
．
几
気
に
プ

レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
含
い
ま
し
た
〈

成
績
は
次
の
と
お
り
　
（
平
成
2
7
年
4
月
）

・
4
月
　
（
左
平
山
c
c
　
鱒
名
参
加
）

優
勝
　
塚
脚
　
力
　
　
　
準
優
勝
　
h
‥
…
橋
萬
一
．
郎

‥
〇
月
　
（
南
秋
H
C
C
 
M
山
名
参
加
）

優
勝
　
鈴
木
　
浩
悦
　
　
準
優
勝
　
樋
渡
　
徳
義

・
6
月
　
（
椿
台
C
C
 
m
山
名
参
加
）

優
勝
　
三
浦
　
悠
造
　
　
準
優
勝
　
新
藤
　
和
雄

‥
－
月
　
（
ノ
ー
ス
H
G
C
　
2
8
名
参
加
）

優
勝
　
鎌
m
利
左
衛
門
　
準
優
勝
　
渡
部
　
栄

・
8
月
　
へ
ロ
イ
ヤ
ル
G
C
　
2
8
缶
参
加
）

優
勝
　
高
橋
　
孝
舛
　
　
準
優
勝
　
小
野
　
幸
い
汁

・
9
月
　
（
男
鹿
G
C
　
2
3
名
参
加
）

優
勝
　
高
橋
　
均
　
　
　
準
優
勝
　
湊
　
純
．

・
1
0
月
　
｛
大
半
山
c
c
　
2
6
名
参
加
）

優
勝
　
大
悦
　
文
雄
　
　
準
優
勝
　
加
賀
往
利
明

訃
千
秋
開
基
ク
ラ
ブ
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託125回定期大会　参加者
平成27年8月8日

‘、＿ミ

一・一　　　　　　　　－　▲　　■■－

「山盛苑」てタンスを披露

入所者の声援や手拍子に助けられ、
全員フル回転て楽しく踊り終えました

帥
代
か
ら
紺
代
ま
て
の

余
日
封
h
、
隼
1
回
の
定

期
大
会
、
そ
の
他
の
日
の

例
会
、
そ
の
他
の
局
外
吋

扶
戦
や
交
流
会
な
ど
に
参

加
し
て
い
る

・
第
1
リ
】
5
回
定
則
入
会

出
目
＝
8
日
　
1
5
ん
n

泣
暮
　
＝
的
へ
　
忠
雄

－
　
・
‖
り
　
　
　
【
．
一
　
－
⊥

・
例
会
圭
砲
状
況

ハ
b
H
‥
だ
U
U
　
　
9
ウ
イ

9
日
‖
5
日
　
八
㌢
名

準
優
勝
　
高
橋
　
持

し
－
日
日
・
」
日
　
、
‥
a
㌢

け
ハ
日
日
っ
J
〓
　
　
u
U
V
T

∴
弟
鯛
回
㌧
・
点
高
揉
打
拭
岡
持
大
会

9
日
に
日
、
畑
旧
市
て
問
催
　
（
魁
折
損
什
㌧
L
催
）

∵
∴
ヽ
T
T
王
．
十
二
L
r
U
に
参
加
　
㌻
ご
‥
日
用
打
が
参

加
∴
　
与
∵
三
言
需
早
　
（
仝
県
3
6
6
的
ぢ
加
）

．
1
▲
T
j
り
・
予
÷
∵
「
ノ
了
㌧
ヒ

㍉
・
∵
1
↓
〓
′
イ
ン
左
′
ご
　
り
】
‖
＝
6
日
　
〓
日
日
．
＼

－
1
1
り
8
日
　
秋
田
市
中
通
O
B
サ
ロ
ン

ー
千
秋
日
曜
会

J
〓
J
H
U
、
左
入
保
健
施
設
「
山
盛
リ
ー
苑
」
　
で
小
一
ソ

ニ
一
r
 
T
活
動
を
‥
け
い
ま
し
た
　
夏
は
H
い
日
か
裁

き
三
㌧
J
■
が
、
、
巨
■
日
は
涼
し
い
槻
し
こ
チ
り
　
タ
ン
ス

二
三
こ
い
二
　
レ
1
い
は
最
適
の
‖
と
な
り
ま
し
た
　
余
日
も
高

h
．
ノ
T
d
・
㍗
些
吾
、
佗
再
拝
理
に
は
気
を
つ
け
て
お
り
ま

す
　
丈
、
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ナ
ア
は
、
お
盆
・
夏
作

1
．
明
日
り
弟
」
＝
＝
恒
‖
　
ト
ト
後
1
日
り
、
リ
】
け
m
川

」
練
習
場
所
　
代
山
車
尺
市
場
り
】
F
公
議
墨

り
り
ん
ム
習
‥
L
中
り
】
‖
　
1
日
3
日
0
0
－

1
新
規
′
、
ム
昌
随
叫
受
日
中

ふ
の
叫
朝
－
二
重
な
．
り
参

加
す
る
余
日
も
少
な
く
・
い

配
し
ま
し
た
か
、
入
所
音

の
L
丹
接
や
ト
‥
押
上
∴
助
け

ら
れ
、
全
日
フ
ル
回
転
で
∴

準
備
し
た
ル
曲
の
ダ
ン
ス
　
■

は
拍
露
山
来
ま
し
た
一
衣
．
‥
臍

某
伴
え
合
冊
に
は
、
高
橋
千
秋
ク
ラ
ブ
余
巨
の
手
品

最
さ
ん
の
歌
で
無
事
砲
化
璧
γ
■
後
に
し
ま
ー
二
㌧
　
ラ
ン

チ
を
兼
ね
た
反
省
会
で
勺
日
の
ホ
ラ
、
／
テ
で
ア
活
動

を
終
了
致
し
ま
し
た

活
動
は
次
の
と
云
石
て
㌻


